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	応用
	抗原情報
	背景
	インターロイキン2（IL2）受容体α鎖（IL2RA）およびβ鎖（IL2RB）は、共通γ鎖（IL2RG）と共に、高親和性IL2受容体を構成します。ホモ二量体α鎖（IL2RA）は低親和性受容体を、ホモ二量体β鎖（IL2RB）は中親和性受容体を形成します。通常は膜貫通タンパク質である可溶性IL2RAは単離されており、細胞外タンパク質分解によって生じることが明らかになっています。選択的スプライシングを受けたIL2RA mRNAも単離されていますが、それぞれの重要性は現在のところ不明です。この遺伝子の変異は、インターロイキン2受容体α欠損症と関連している。[RefSeq提供、2009年11月],疾患：IL2RAの遺伝的変異は、インスリン依存性糖尿病10型（IDDM10）の感受性と関連している[MIM:601942]。,機能：インターロイキン-2受容体。,オンライン情報：IL2RA変異データベース,類似性：2つのSushi（CCP/SCR）ドメインを含む。,サブユニット：α鎖とβ鎖の非共有結合型二量体。IL2Rは、高親和性二量体、中親和性単量体（β鎖）、および低親和性単量体（α鎖）の3つの異なる形態で存在する。高親和性および中親和性型は、γ鎖とも関連している。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;エンドサイトーシス;Jak_STAT;造血細胞系統;
	画像データ
	

	IL-2R alpha/CD25（リン酸化Ser268）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	IL-2Rα/CD25（リン酸化Ser268）抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	IL-2Rα/CD25（リン酸化Ser268）抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

